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(57)【要約】
【課題】発熱部品を搭載する回路基板を有する薄型の電
気機器において、回路基板に対する絶縁性と高い冷却効
率を両立する。
【解決手段】バックライトユニット１２の回路基板１３
側の面には、波状絶縁シート（絶縁シート）１４が貼付
されている。回路基板１３においては、発熱部品１３１
に隣接した箇所に、回路基板１３を貫通する通気穴１３
２が形成されている。波状絶縁シート１４において形成
された波形形状の山部１４１及び谷部１４２は、この気
流の方向に対して垂直な方向に沿って形成されており、
この気流の流れに対する障害となる。従って、この気流
の流れは、通気穴１３２を通過しやすくなる。従って、
通気穴１３２に隣接した発熱部品１３１がこの気流によ
って冷却されやすくなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発熱部品を搭載した回路基板と他の平板状の部品とが対向して隣接して設置された構造
を有し、前記回路基板と前記部品との間に冷却風が流れる電気機器であって、
　前記部品における前記回路基板側の面には、前記冷却風の流れる方向に対して略垂直な
方向に沿って山部及び谷部が形成された波形形状を表面に有する絶縁シートが貼付され、
　前記回路基板における前記発熱部品に隣接した箇所には、前記回路基板を貫通する通気
穴が設けられていることを特徴とする電気機器。
【請求項２】
　前記電気機器は液晶ディスプレイであり、前記部品はバックライトユニットであること
を特徴とする請求項１に記載の電気機器。
【請求項３】
　前記冷却風は対流によって発生し、前記絶縁シートにおける山部及び谷部は鉛直方向に
略垂直な方向に沿って形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電気機器
。
【請求項４】
　前記絶縁シートは、ＰＣ（ポリカーボネート）で形成されていることを特徴とする請求
項１から３までのいずれか１項に記載の電気機器。
【請求項５】
　発熱部品を搭載した回路基板と他の平板状の部品とが対向して隣接して設置された構造
を有し、前記回路基板と前記部品との間に冷却風が流れる電気機器における前記回路基板
の冷却方法であって、
　前記部品における前記回路基板側の面に、前記冷却風の流れる方向に対して略垂直な方
向に沿って山部及び谷部が形成された波形形状を表面に有する絶縁シートを貼付し、
　前記回路基板における前記発熱部品に隣接した箇所に、前記回路基板を貫通する通気穴
を設けることを特徴とする回路基板の冷却方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイ等に代表される薄型の電気機器の構造、及びこの電気機器
に用いられる回路基板の冷却方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種の電気機器は、その目的に応じて様々な形態となっている。特に、ディスプ
レイ（表示機器）は、画面の大型化と設置場所の確保という両方の課題をクリアするため
に、薄型化が進んでいる。
【０００３】
　液晶ディスプレイ中にはトランス、パワートランジスタ等が搭載された回路基板が設け
られており、これらは使用の際に発熱する。また、液晶ディスプレイには光源となるバッ
クライトユニットが液晶パネルに隣接して設けられており、このバックライトユニットも
発熱する。従って、これらの放熱が効率よく行われる構成が採用される。特に薄型化され
た場合には、液晶パネル、バックライトユニット、回路基板の面積は大きくなる一方で、
これらは近接して設置されるため、これらが効率よく冷却されるためにはその構成が重要
となる。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、インバータ等の発熱部品をバックライトユニットの周辺部に
集中して配置し、発熱部品近傍に熱伝導率の大きな金属を接触させて放熱効率を高くした
液晶表示装置が記載されている。この構造においては、発熱部品（回路基板）の冷却効率
を高くすることができ、かつバックライトユニトの冷却効率も高くすることができる。
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【０００５】
　また、この他に液晶ディスプレイに採用されている構造の一例の断面図を図２に示す。
この液晶ディスプレイ９０においては、平板状の液晶パネル９１、バックライトユニット
９２とが積層されて設置される。更に、トランス、パワートランジスタ等の発熱部品９３
が設置された回路基板９４もこれらと平行に設置される。回路基板９４とバックライトユ
ニット９２等との間では電気的絶縁性を保つために、絶縁シート９５がバックライトユニ
ット９２の裏面に貼り付けられた形態となっている。以上の構造は筐体９６の中に収納さ
れている。この液晶ディスプレイ９０は、図２中における矢印の向く方向が上側になって
使用される。この場合、バックライトユニット９２から発した熱は絶縁シート９５を通し
て、絶縁シート９５と回路基板９３との間の空間に放熱される。回路基板９４からの放熱
も絶縁シート９５と回路基板９３との間に放熱され、この間の気流は対流によって図２に
示した矢印の方向（上向き）となり、この気流が筐体窓９７を通過することにより、バッ
クライトユニット９２と回路基板９３との冷却がなされる。この構造によって、バックラ
イトユニット９２や回路基板９４からの放熱を効率的に行うことができる。特に、冷却フ
ァン等を用いなくとも、自然対流によってこれらの冷却を行うことができる。
【特許文献１】特開平６－１６０８１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、一般に、液晶ディスプレイにおいて用いられる回路基板には様々な電子
部品が搭載され、その中で発熱する部品は多数存在し、これらの接続方法（位置関係）は
その回路構成によって決定される。従って、特許文献１に記載の方法のように、全ての発
熱部品をバックライトユニットの周辺部に配置するレイアウトとすることは困難である。
【０００７】
　また、図２に記載の構造においては、薄型化が進んだ場合に、絶縁シートと回路基板と
の間隔が狭くなり、その間の通気性を確保することは困難である。特に、熱源となる回路
基板とバックライトユニットとの間隔が狭くなるため、これらの隙間の冷却によってこれ
らを冷却することは困難となる。すなわち、液晶ディスプレイの薄型化に際して、充分な
冷却効率を確保することは困難である。
【０００８】
　従って、発熱する回路基板を有する薄型の電気機器において、回路基板に対する絶縁性
と高い冷却効率を両立することは困難であった。
【０００９】
　本発明は、斯かる問題点に鑑みてなされたものであり、上記問題点を解決する発明を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決すべく、以下に掲げる構成とした。
　本発明の電気機器は、発熱部品を搭載した回路基板と他の平板状の部品とが対向して隣
接して設置された構造を有し、前記回路基板と前記部品との間に冷却風が流れる電気機器
であって、前記部品における前記回路基板側の面には、前記冷却風の流れる方向に対して
略垂直な方向に沿って山部及び谷部が形成された波形形状を表面に有する絶縁シートが貼
付され、前記回路基板における前記発熱部品に隣接した箇所には、前記回路基板を貫通す
る通気穴が設けられていることを特徴とする。
　本発明の電気機器において、前記電気機器は液晶ディスプレイであり、前記部品はバッ
クライトユニットであることを特徴とする。
　本発明の電気機器において、前記冷却風は対流によって発生し、前記絶縁シートにおけ
る山部及び谷部は鉛直方向に略垂直な方向に沿って形成されていることを特徴とする。
　本発明の電気機器において、前記絶縁シートは、ＰＣ（ポリカーボネート）で形成され
ていることを特徴とする。
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　本発明の回路基板の冷却方法は、発熱部品を搭載した回路基板と他の平板状の部品とが
対向して隣接して設置された構造を有し、前記回路基板と前記部品との間に冷却風が流れ
る電気機器における前記回路基板の冷却方法であって、前記部品における前記回路基板側
の面に、前記冷却風の流れる方向に対して略垂直な方向に沿って山部及び谷部が形成され
た波形形状を表面に有する絶縁シートを貼付し、前記回路基板における前記発熱部品に隣
接した箇所に、前記回路基板を貫通する通気穴を設けることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は以上のように構成されているので、発熱部品を搭載する回路基板を有する薄型
の電気機器において、回路基板に対する絶縁性と高い冷却効率を両立することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について説明する。以下では、本発明の実施
の形態として、本発明の構造を有する液晶ディスプレイについて説明する。
【００１３】
　本発明の第１の実施の形態である液晶ディスプレイの構造を示す断面図が図１（ａ）で
ある。この液晶ディスプレイ１０は、図１（ａ）における上下方向が実際の上下方向とな
るべく設置される。すなわち、図１（ａ）は設置された液晶ディスプレイ１０を鉛直方向
に切断した断面図となっている。
【００１４】
　この液晶ディスプレイ１０において、液晶パネル１１の裏側にはバックライトユニット
１２が密着して設けられている。液晶パネル１１はバックライトユニット１２が発した光
を液晶で変調してカラー画像を表示する。液晶パネルの大きさは例えば３２型なら、７４
ｃｍ×４４ｃｍ程度であり、その厚さは２ｍｍ程度である。バックライトユニット１２の
大きさは液晶パネルと同等であり、厚さは３０ｍｍ程度である。また、バックライトユニ
ット１２には放電灯等の光源が多数内蔵されており、これらが光を発し、液晶表示の光源
となる。このために、バックライトユニット１２は熱源ともなる。
【００１５】
　回路基板１３は、プリント基板上に各種の部品が搭載されて構成されている。プリント
基板の材質としては例えばベークライトが用いられる。搭載される部品としては、駆動用
のＬＳＩ素子、電源部品等がある。その中でも、特にトランスやパワートランジスタ等の
発熱部品１３１が搭載されているため、回路基板１３は熱源となる。また、液晶ディスプ
レイ１０の薄型化のためには、回路基板１３とバックライトユニット１２との間隔は狭く
することが必要になり、例えばこの間隔は５ｍｍ程度とされる。ただし、回路基板１３の
バックライトユニット１２側の面には電気的接続部が多く設けられているために、回路基
板１３とバックライトユニット１２との間の電気的絶縁性をとることも必要である。
【００１６】
　この液晶ディスプレイ１０においては、バックライトユニット１２と回路基板１３との
両方の発熱に対処する必要がある。すなわち、これらの冷却効率を高くする必要がある。
【００１７】
　このため、バックライトユニット１２の回路基板１３側の面には、波状絶縁シート（絶
縁シート）１４が貼付されている、あるいは、密着した形態で形成されている。波状絶縁
シート１４を図１（ａ）における右側から見た外観図が図１（ｂ）である。波状絶縁シー
ト１４の回路基板１３側の表面は波形形状となっており、この波形形状において、山部１
４１及び谷部１４２は、水平方向に沿って形成されている。また絶縁シートの材料として
は例えばＰＣ（ポリカーボネート）のように、機械的に柔らかく、かつ絶縁性が高い材料
が用いられる。従って、回路基板１３とバックライトユニット１２との電気的絶縁性は波
状絶縁シート１４によって保たれる。
【００１８】
　また、回路基板１３においては、発熱部品１３１に隣接した箇所に、回路基板１３を貫
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通する通気穴１３２が形成されている。
【００１９】
　この構成においては、波状絶縁シート１４の表面に設けられた波状形状によって、波状
絶縁シート１４の実効的な表面積が広くなる。従って、バックライトユニット１２からの
熱を波状絶縁シート１４の表面で放熱する放熱効率を高くすることができる。
【００２０】
　以上の構造は筐体１５の中に収容されている。筐体１５はこれらの構造を収納でき、充
分な機械的強度を保つことのできる材料、例えばＰＳ（ポリスチレン）で構成される。筐
体１５には、冷却用の筐体窓１５１が背面部及び下部にそれぞれ設けられている。冷却風
は、対流によって下部の筐体窓１５１から入射し、図１中の矢印に示すように上向きに流
れ、背面部の筐体窓１５１から出射する。
【００２１】
　波状絶縁シート１４において形成された波形形状の山部１４１及び谷部１４２は、この
気流の方向に対して垂直な方向に沿って形成されており、この気流の流れに対する障害と
なる。従って、この気流の流れは、通気穴１３２を通過しやすくなる。従って、通気穴１
３２に隣接した発熱部品１３１がこの気流によって冷却されやすくなる。この効果は、波
状絶縁シート１４と回路基板１３との間隔が狭い場合に特に顕著となる。なお、波状構造
の山部１４１及び谷部１４２が形成される方向は、冷却風が通気穴１３２を通過しやすく
なる方向であればよく、図１の構造の場合には、厳密に水平方向となっている必要はない
。すなわち、これらが形成される方向は気流の流れに対して略垂直な方向とすることがで
きる。
【００２２】
　従って、この構造によって、特にこの液晶ディスプレイ１０が薄型の場合に、バックラ
イトユニット１２と回路基板１３（発熱部品１３１）の冷却を効率的に行うことができる
。あるいは、この液晶ディスプレイ１０において用いられる回路基板の冷却方法において
は、前記の構成の波状絶縁シート１４を用い、かつ回路基板１３に通気穴１３２を設ける
ことにより、回路基板１３の冷却効率を高くしている。
【００２３】
　この構造においては、表面に波形構造を有する波状絶縁シート１４と、通気穴１３２が
形成された回路基板１３が用いられている。波状絶縁シート１４の材質は前記の通り、例
えばＰＣが用いられるが、その表面を図１に示す形状とすることは、シート成型時にこの
形状の金型を用いることによって容易に実現できる。また、回路基板１３の本体は例えば
ベークライトで構成されており、これを貫通する通気穴１３２を形成することは、各種の
機械的加工によって容易に行うことができる。従って、図１に示した構造の液晶ディスプ
レイ１０を容易に製造することができる。
【００２４】
　上記の構造の薄型の液晶ディスプレイにおいては、回路基板に対する絶縁性と、回路基
板が搭載する発熱部品に対する高い冷却効率とを両立することができる。
【００２５】
　なお、上記の形態においては、バックライトユニットと回路基板との間の気流は対流に
よって発生するとしたが、これに限られるものではなく、冷却ファンによって冷却風を発
生させてもよい。この場合には、この冷却風の方向に略垂直な方向に沿って波状絶縁シー
ト表面の波形形状における谷部及び山部を形成することが好ましい。これによって、同様
の効果を得ることができる。
【００２６】
　また、発熱部品を搭載した回路基板は電気機器一般に用いられており、かつこの回路基
板に対する電気的絶縁性を高く保つことも一般的に要求されていることである。従って、
上記の形態においては、液晶ディスプレイについて説明したが、発熱部品を搭載した回路
基板を有する薄型の電気機器においても、同様の構造を用いることができ、これによって
回路基板に対する絶縁性と、回路基板に搭載される発熱部品に対する高い冷却効率とを両
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立することができる。すなわち、発熱部品が搭載された回路基板と、他の平板状の部品と
が隣接して設定された構造を有し、この回路基板とこの部品との間に冷却風が流れる構造
を有する電気機器であれば、同様の構造を採用することにより、上記と同様の効果が得ら
れることは明らかである。この場合は、波状絶縁シートは、この平板状の部品に貼付すれ
ばよい。
【００２７】
　特に、上記の実施の形態においては、波状絶縁シートが貼付される部品であるバックラ
イトユニットも熱源となっていたが、この部品が熱源となっていなくとも、上記と同様の
構造によって回路基板上の発熱部品に対する冷却効率を高めることができることは明らか
である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施の形態となる液晶ディスプレイの構造を示す断面図（ａ）及びここ
で用いられる波状絶縁シートの表面形状を示す図（ｂ）である。
【図２】従来の液晶ディスプレイの構造の一例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２９】
１０、９０　液晶ディスプレイ
１１、９１　液晶パネル
１２、９２　バックライトユニット
１３、９４　回路基板
１４　波状絶縁シート
１５、９６　筐体
９３、１３１　発熱部品
９５　絶縁シート
９７、１５１　筐体窓
１４１　山部
１４２　谷部
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